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　1.　はじめに　パーソナルデータとその活
用要因
　近年，SNS の普及を主たる背景として，Web 上
に個人発信の，個人の経験や思いに関する情報が
かつてなく大量に蓄積されている。
　むろん，インターネットが一般化しはじめた
1990 年代から，専門家ではない個人による情報発
信は可能であり，存在した。しかし，HTML を書
き「ホームページ」を作成すること，その公開の
場としてサーバ環境を確保すること，あるいはイ
ンターネット以前のパソコン通信時代から存在し
たオンラインコミュニティに参画することには一
定のハードルがあり，発信者は Web 技術に関心
の高い者，あるいは情報発信に強い思い入れのあ
る者に偏っていたと推察される。1999 年には非会
員制の匿名電子掲示板システム「2 ちゃんねる」が、
2000 年前後には更新が容易なブログが登場し（伊
藤　2014），個人の情報発信のハードルが急激に
低下した。
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公開パーソナルデータの研究・教育使用に関する一考察
松本　早野香＊
要　　　　　約
　本稿では第一に，近年よく研究対象となっている Web 上の公開データのうち，個人情報に
かぎらず個人により発信されている情報を「公開パーソナルデータ」と定義し，先行研究よ
り，これらの研究が隆盛した背景として，公開パーソナルデータの性質，「調査計画に基づい
て収集されたデータではない」ことの意味，分析ツールの進歩と普及の三点にわけて整理した。
第二に，公開パーソナルデータを用いた研究について概観するため，2010 年 4 月から 2015 年
8 月までの期間に公開された研究論文のうち，SNS からデータを取得したものを対象とし，研
究目的をもとに分類した。その結果，これらは，マーケティング関連活動における公開パー
ソナルデータ活用に関する研究，パーソナルデータを集約して用いるシステム開発・分析手
法のための研究，公開パーソナルデータを分析することによって得た情報を用いて文化・行為・
関係性などを考察する研究に大別された。この結果から，パーソナルデータを社会情報学領
域の高等教育において使用する利点および懸念すべき点について考察し，使用手法を授業実
践に基づいて提案した。さらに，公開パーソナルデータが匿名化され個人が特定できない状
態であっても起こりうる課題を指摘し，これを用いる研究・教育における倫理的問題を示した。
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　その後，ソーシャル・ネットワーク・サービ
ス（以下 SNS）が爆発的に普及した。アメリカで
Facebook が誕生したのが 2004 年，その後，日本
では mixi が流行したのち，2006 年発の Twitter も
Facebook 同様に「輸入」されユーザ数を伸ばした。
その他 SNS サービスも多数出現し，サービスごと
にユーザ層の違いがある。とくに若年層での普及
が著しく，世代間で大きな利用と認識の格差があ
ることから，教育上もこれを考慮する必要がある。
たとえば 2014 年発表のデータでは，20 代におけ
る LINE の利用率は 80％強，Twitter の利用率は
50％弱，10 代でもそれより 10％すくない程度で
ある。さらに，この数字は昨年度比で急激に伸び
ている（総務省 2014）。
　本稿ではこれらのサービス等に蓄積されたデー
タのうち，閲覧制限が設けられずオープンになっ
ている個人発信の情報をパーソナルデータとよ
ぶ。
　このパーソナルデータは研究・教育上大きな利
益があると同時に懸念すべき点もあり，社会情報
学分野における活用が望まれるとともに懸念点も
示されなければならないと筆者は考える。
　そこで本項において研究・教育上の利点を整理
したのち、実際におこなわれている研究を収集し，
その目的によって整理することにより，社会情報
学分野における活用について考察する一助とす
る。
　SNS 等に記述されたパーソナルデータの一部は
公開されている。閲覧制限を用いず全体公開とし
ているユーザがとくに多いメジャーなサービスは
Twitter で，Facebook の一部も全体公開である場
合がある。これらの情報発信の目的はむろん個人
によって異なるが，あえて他人から見える場に自
己の発言や他者とのコミュニケーションを公開す
る動機としては，いわゆるストレス解消のような
感情浄化・自己の明確化・人間関係の発展のほか，
普段会えない人とのつながりを持つこと（具体的
な情報を伝えるというより，単につながっている
こと）も大きな目的であるという調査結果がある
（宮木　2012）。対面，あるいは一対一のメールと
いった閉じられた情報空間ではじゅうぶんに実現
できない目的をはたすために SNS が普及したと推
測するものである。
　しかしながら，発信者たちのいわば個別の関係
性・内的な動機とは無関係に，その発言データは
公開状態となり，他者によって使用されうる状態
にある。動機が個人の関係性や心的な満足にかか
わるものであれば，公開されるデータの内容は個
人的な経験，行動，感情に関するものが多く含ま
れるであろう。これらはインターネットの一般化
以前には無関係な外部の人間が入手することがき
わめて少なかったタイプのデータであり，SNS の
普及以前にも大量に・長期的に発言者が固定され
た状態（匿名掲示板のようにその場かぎりの発言
が散発的に書かれたテキストデータではなく、ID
がつき，継続的に観察可能な状態）で取得できる
ものではなかった。
　また，これらのデータはあらかじめデジタル化
された状態で公開されている。すなわち収集（複
製）がきわめて容易な状態にある。公開されてい
てもデジタル化されていないデータに比べ，収
集・使用のコストがきわめて低い。さらに，SNS
等で公開されるデータの多くがテキストベースで
ある。テキストデータを分析する手法としては内
容分析等があるが，ソフトウェアの発達以前，分
析者はテキストを直接閲覧し，コーディングや出
現語彙のカウント等をおこなっていた。すなわち，
研究コストの高いものであった。翻って現在では，
ソフトウェアの発達と普及にともない，テキスト
による発言データの分析コストは（むろん分析目
的・手法にもよるが）飛躍的に低下したといえる。
さらに，あらかじめ研究計画を立てて収集した発
語データではないデータが大量に公開されている
ことから，従来とは異なる角度からの分析も可能
となったと推測される。仮説があり，データを収
集したものではない発語データが大量にあれば，
たとえば仮説の生成をおこなうための研究も容易
に・幅広くおこなうことが可能になったと推測さ
れる。
　これらの背景から，公開されたパーソナルデー
タの研究活用はおおいに進んだと予測される。さ
らに，社会情報学分野においては教育利用も可能
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となり，教育効果が期待されると考える。
　そこで，実際に公開パーソナルデータがどの程
度，どのように研究に用いられているかを，次章
で調査する。具体的には研究論文を対象として公
開パーソナルデータを用いている研究をカウント
し，その研究目的により分類する。これにより，
公開パーソナルデータの学術利用の状況を把握す
る。また，その後の章において教育利用の実践例
を紹介する。最終章では，それらをとおして，公
開パーソナルデータの研究・教育活用の利点とと
もに起こりうる課題について考察し，パーソナル
データを用いる研究・教育における倫理的問題を
示す。
　2.　公開パーソナルデータを用いた研究論
文に関する調査
　2.1　調査の概略
　本項では，SNS 等公開パーソナルデータを公
開する場となるサービスが日本において一般化し
現在に続く成熟をみせはじめたと考えられる時期
から現在に至るまでの期間に発表された研究論文
を対象とし，公開パーソナルデータを使用してお
こなわれた研究を概観しカテゴライズすることに
よって，公開パーソナルデータの研究分野での役
割ならびに今後の可能性を考察する。
　2.2　調査対象
　国立情報学研究所が提供する論文検索サービス
『CiNii』において，キーワード「SNS」ならびに
公開パーソナルデータが多いと予測されるサービ
ス名「Twitter」を使用して論文を検索し，2013 年
4 月から 2015 年 8 月の間に執筆された論文を対象
として重複を排除したのち，アンケート調査等，
本稿にて定義する公開パーソナルデータに相当し
ない研究を除き，公開パーソナルデータを使用し
ている研究を抽出した。なお、同一タイトルで複
数の場で発表された文献は 1 つとしてカウントし
た。公開パーソナルデータと他のデータが同時に
用いられているものはカウントの対象とした。
　2.3　調査方法
　前項の調査対象の論文から研究目的を抜粋し一
覧としたのち，予備調査としてランダムに 20 研
究を抽出し，研究目的のカテゴリを作成した。カ
テゴリは以下のとおりである。
　1.　 マーケティングに関連する活動における
パーソナルデータ活用に関する研究（以下，
マーケティング活用）
　2.　 1 以外の目的でパーソナルデータ用い，他
のデータと組み合わせるなどして新しいシ
ステムやサービスを開発する研究（以下，
システム開発）
　3.　 1 以外の目的でパーソナルデータ用い，他
のデータと組み合わせるなどして新しい分
析手法やモデル化手法を提案する研究（以
下，分析等手法提案）
　4.　 パーソナルデータを分析することによって
得た情報を用いる文化・行為・関係性に関
する研究（以下，文化研究）
　研究対象として示した論文の目的を，これらの
カテゴリに分類した。なお，予備調査では出現し
なかったカテゴリ外の研究については「その他」
とした。
　2.4　調査結果
　調査結果は表 1 のとおりであった。
表 1　公開パーソナルデータを用いた研究論文
マーケティ
ング活用
システム
開発
分析手法
等提案
文化研究 その他
6 23 42 36 6
　2.5　各項目の調査結果に関する考察
　公開パーソナルデータを用いたと確認できる
マーケティング活用論文は少なかった。しかしな
がら，マーケティング活動に SNS を活用するノウ
ハウを提案する，ケーススタディとして SNS を利
用した企業について記述するといった論文は，検
索結果の中に数多く観察された。また，広く活用
可能な公開パーソナルデータの分析手法を提案し
ている論文の中に，マーケティングも意識してい
る旨，明記されている論文も存在した。これらか
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ら，この分野においては、SNS 等のデータは注目
されてはいるものの，公開パーソナルデータを実
証的に利用した研究結果はまだ少なく，今後の展
開が期待される分野であると推測される。
　公開パーソナルデータを用いた分析手法等を提
案する論文は多くみられた。直接システム開発を
おこなうものではないが，システム開発を意図し
ていると思われるものも散見された。システム開
発の論文が経済活用に次いで少なかった。この理
由としては，データ収集は分析等手法提案の論文
でおこない，その結果を活用したシステムは別途
論文として発表しているケースと，データの分析
などを経ず，他の SNS 等のシステムのみを関連研
究として参照し開発するケースがあると考えられ
る。
　人々のふるまい，文化に関する研究も数多くみ
られ，分析等手法提案と 2 大勢力をなす結果であっ
た。前項で述べたように公開パーソナルデータに
は行為や感情が表出されるため，また，SNS によっ
ては関係性といった他のデータでは観察しにくい
事象もデータとして収集可能になることが，この
種の研究を加速させていると考えられる。
　2.6　調査結果全体に関する考察
　マーケティング活用分野における公開パーソナ
ルデータの使用は，SNS 関連研究において学術的
な新奇性が期待できるのみならず，現実的に有効
な分析手法を開発すれば企業活動にとっても有益
であろう。また，データ分析手法やモデルの提案
を受けてのシステム開発が増加すれば，開発の根
拠が明確となり，より有効なシステムの開発に寄
与すると期待される。また、文化・行為・関係性
に関する研究については，すでに一定の成果が上
がっている状況であり，本稿第 1 章で整理した公
開パーソナルデータの使用の有効性を裏付けるも
のと考える。いずれのカテゴリも社会情報学分野
に含まれることから，公開パーソナルデータは，
このディシプリンのさまざまな場で活用され，あ
るいは期待されているといえよう。
　3.　公開パーソナルデータを用いた社会情
報学分野における教育実践
　第 1 章で示したとおり，公開パーソナルデータ
を用いた研究のコストは低い。さらに，第 2 章の
結果から，その目的は経済活動に関するもの・シ
ステムやサービスを開発するもの・人々のふるま
いのデータとして扱い文化的な研究に用いるもの
などがあることが示された。ここから，社会情
報学分野において広く活用可能であると推測され
る。さらに，データ収集・分析コストが低いこと
から，社会情報学分野の教育においても活用可能
であると考えられる。
　そこで，公開パーソナルデータを用いて学生が
入門的な分析手法を学ぶ演習科目を実施した。本
章ではその実践結果について報告する。
　3.1.　授業の概要
　各種 SNS・ブログサービス・動画共有サイト
を対象とし，その特徴を示しながら，データの取
得や分析手法についての教示をスモールステップ
でおこない，教示と実践を繰り返して学生自身が
ソーシャルメディア上のデータを分析する構成で
あった。科目の目的は，メディアを利用して必要
な情報を見出し、整理する技法を学ぶとともに、
具体的なソーシャルメディアを例に取りながら、
自らの意図を適切に表現する方法を学び、また、
各種ソーシャルメディアで発信されている情報を
社会調査の技法を用いて分析し、発信の意図や影
響について考察することであった。対象学年は 3
年であった。
　3.2.　授業の進行
　講義形式でのソーシャルメディアに関する基礎
的な知識を得，データ収集等の方法を取得し，グ
ループワークで演習をおこなった。グループごと
に学生自身がテーマを決め，教員がテーマの範囲
を明確にする・実行可能な範囲にするといった指
導を実施した。その結果、学生による調査体験の
対象となったサービスは以下のとおりであった。
　・　Twitter
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　・　アメーバブログ
　・　ツイキャス（動画配信サービス）
　使用した分析手法は以下のとおりであった。調
査手法やそれに用いる指標等は適宜グループごと
に指導修正した。概要は以下のとおりであった。
　・　投稿や配信の時間帯，数や長さ
　・　 使用されている語彙のピックアップとカウ
ント（ほぼ自動で実行可能なツールを用い
た）
　・　 発言やシーンについて，たとえばネガティ
ブ・ポジティブといった，テーマに合わせ
た分類
　・　ユーザへの聞き取り
　3.3.　学生の選択した調査対象
　学生が選択し，指導の結果絞りこんだ対象は以
下のとおりであった。
　・　 マスコミ等発の有名人ではなく，ツイキャ
スを通じて有名になったユーザの放送内容
　・　 マスコミ等発の有名人ではなく，Twitter を
通じて有名になったユーザの投稿内容
　・　 同一人物の実名アカウントと匿名アカウン
トの投稿内容
　・　 マスコミ等発の有名人ではなく，かつブロ
グサービスのランキングで上位にいるブロ
ガーの投稿内容
　・　 Twitter において非常識な言動により非難
を浴びながらも有名になったユーザのファ
ンの投稿内容
　・　 Twitter における特定企業に対する非難（い
わゆる炎上）の投稿内容
　・　 フォロアー数（投稿を閲覧されている数）
が突出している企業の Twitter アカウント
の投稿内容
　・　 同一ジャンルで同様の集客のある飲食店複
数の Twitter アカウントの投稿内容
　・　 フォロアー数の多い芸人・アーティストの
Twitter アカウントの投稿内容
　・　 フォロアー数が多いお笑い芸人のうち，非
難を浴びると思われる投稿をおこなう「炎
上芸人」と呼ばれる者とそうでない者のア
カウントの投稿内容
　・　 同一年代の 10 名のユーザがメインのソー
シャルメディアを mixi から Twitter へ移行
させた要因についての聴取
　3.4.　授業の結果
　すべてのグループが知識の習得からテーマ設
定，結果のまとめ，最終成果物としての発表まで
をおこなうことができた。ほとんどすべてのグ
ループが直接的に公開パーソナルデータを使用し
たが，企業アカウントのデータなど非パーソナ
ルなデータやユーザへの聞き取りなども併用され
た。授業での体験としてはじゅうぶんな分析結果
を得ることができた。授業時間外学習はほぼ毎回
おこなわれていた。
　3.5　授業からの考察　公開パーソナルデータ
の有効性
　講義を受けるのみならず，分析を通してより具
体的にソーシャルメディアに関するリテラシーを
高めることができたと推測される。その要因のひ
とつとして，本稿執筆時点では個人・企業等の組
織の多くが公開データを発信しているため，学生
が関心を持ちやすいテーマを選ぶことができたこ
とが挙げられる。
　学生の調査対象は，企業・芸能人等の（マスメ
ディア発の）有名人・ソーシャルメディア発の（一
部での）有名人・一般ユーザと多岐にわたるが，
調査を通じて知りたい内容としては「なぜうまく
いっているのか，失敗しないのか」というリテラ
シー（ノウハウ）と，いっせいに非難を浴びる
いわゆる炎上の二点に関心を持つ者が特に多かっ
た。
　リテラシー・ノウハウと炎上はいわば表裏の関
係にあるものであって，これに対する理解・学生
個々の考察とそれを通した考える力の促進は授業
目的の達成のひとつといえる。
　一方，企業や有名人が公開している情報といえ
ども，研究対象として対象が特定できる形式で発
表してよいか否かは検討しなければならない旨に
ついては，繰り返し指導する必要があった。「発
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信者自身が世界中からアクセスできる場に公開し
ているのに，どうして考慮しなければならないの
か」「たとえ後から後悔したとしても，本人（あ
るいはその企業）が公開した責任もあるのではな
いか」という質問もあった（この詳細については
次項に譲る）。教育の場において公開パーソナル
データを使用するにあたっては，学生が自身の
リテラシーを高めるのみならず，情報倫理をいっ
そう徹底させる方向で指導する必要があると考え
る。
　4.　考察　研究・教育に公開パーソナル
データを用いる際の懸念
　第 2 章・第 3 章において，とくに社会情報学分
野の教育研究において，公開パーソナルデータの
使用が有益・有望であることを示した。しかしな
がら，手放しで研究・教育に用いるべきものでは
ないことを，本項では強調したい。
　個人のデータについて，社会的に第一に懸念さ
れることは，個人情報の流出であろう。本稿であ
つかった公開パーソナルデータについては「個人
情報がわかる形式で使用しないように」，あるい
は「個人情報を示す場においては公開範囲を限定
し，内容を吟味するように」といった注意喚起は
しばしばなされている。それでも個人情報の流出
はある。さらに，いわゆる炎上，すなわち大勢が
いっせいに，過剰に特定の対象を攻撃する場面に
おいて対象が身元をあきらかにしていない一般の
個人である場合，複数の情報を組み合わせて発信
者が非公開にしているつもりの個人情報が特定さ
れる事案も散見される（田代ほか　2013）。
　ただし，本稿で取り上げたいのは，公開パーソ
ナルデータからの個人情報の流出・特定ではない。
個人として特定されなくても，具体的な被害・倫
理的な問題が生じうることを指摘したい。
　第一に懸念される事項は，問題ある発言をする
などしたアカウントに対する過剰な非難・処罰で
ある。個人が特定されなくても，また，公開範囲
が限定されており発言自体が流出しなくても，デ
ジタルデータの複製容易性により，いつまでも残
るかもしれないという疑念からは，発言者は逃れ
ることができない。これについては近年，「忘れ
られる権利」という考え方が提唱され，日本でも
書籍等で紹介されており（神田 2015），一定時間
でメッセージが消えるしくみを取り入れたシステ
ム（來迎ほか 2014）なども提案されているものの，
現状では一般的なサービスを使用していてこれを
防ぐ手法はない。
　前項授業実践報告の考察において記述した学生
の質問は，ある意味で「正しい」。公開パーソナ
ルデータは，当人が当人の判断で公開している。
公開された発言について言及してはいけない理由
はない。しかし，誤らない者，誤解を招く言い回
しをしないと言い切れる者はいるだろうか。たと
えば十代のころの未熟な時期の誤りは生涯，指摘
されてもやむをえないものであろうか。さらに，
発言は文脈に依存する。誤解を招くよう一部を切
り取り「拡散」することは容易である。
　したがって，とくに教育の場においては，SNS
は発言の容易性と使用の際の魅力（第 1 章で述べ
た感情浄化、つながりの維持など）が強いこと，
そのために多くの人がこれを使用したいが，テク
ノロジー上の特質から発言を取り消すことができ
ない（無限にコピーされうる）というアンバラン
スな現状があることを説明し，「正しさ」のみな
らず，過剰な処罰感情への警戒感，傍観者として
のある種の寛容さも，あわせて教示していく必要
があると考える。
　第二に懸念される事項は，公開パーソナルデー
タを用いた研究の目的が，ある種の集団の典型化
をうながすのではないかという点である。第 2 章
の調査結果のとおり，分析手法はよく研究され，
また，「このような人々はこのような文化的性質
を持っている」といった分析も進んでいる。対象
への理解をうながす貴重な知見であり，本稿には
この種の研究を否定する意図は一切ない。しかし
ながら，典型を示せば，細部がこぼれ落ちる。モ
デル化は，モデルにおさまらない部分を捨てる。
　分析者はこれをよく理解しているであろう。し
かしながら，いわゆるビッグデータがブームとな
り，その中に本稿がテーマとする公開パーソナル
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データが存在しており，その使用者はプロフェッ
ショナルの分析者・モデル化を実際におこなう者
にかぎらず，おおいに広まることが予測される。
　第 1 章のとおり，公開パーソナルデータには個
人の経験・感覚・感情が多く含まれることが特徴
であり，本章で述べたように誤りや「消したい過
去」も含みうるものでもある。そのような繊細な，
ある種の無防備さをふくむデータをモデル化した
とき，モデルから捨象された者，すなわち非典型
の側に分類された者が，モデル化の利益から排除
される懸念がある。
　人間が生存するための資源は洗練された統計解
析によって「適正に」配分される，人間の生存の
ための資源が極限化したときに，これを分配され
ない者，すなわち権力によって「生かされない」
者が出てくる，という議論がある（柴田 2014）。
しかし，資源の極限化を待たずとも，個人の領域
までデータとして拾い，モデル化し，それを取り
入れたシステムや制度（もちろんそれ自体には悪
意は含まれず，むしろ社会全体の利益を向上させ
ようとするものであろう）が実現しつつある現在，
すでに「モデルから排除される者」の被る不利益
を考慮すべきであって，研究・教育の場でこの懸
念が忘れられることがあってはならない，と考え
る。
　以上で本稿の考察を終える予定であったが，
ビッグデータを扱ったシンポジウム 1）において，
登壇者各位から本項で述べた懸念について示唆を
得た。これを付記して本稿を終える。
　第一に，データ分析とそれを使用したモデル化
は，常に更新されるべきものである点を挙げる。
たとえばある集団についてデータを得て分析し，
「価格帯が安いものを買う傾向がある」といった
結論を下し，それに合わせた購買者モデルを立て
た場合，個別の人々をそうであると決めつけるの
ではないことはもちろん，モデル化による影響を
含めて継続的にデータを取得・分析し，新しいモ
デルを立てる，これが本来のモデル化であって，
ある時点だけを切り取ることはモデル化の本来め
ざすところではない。
　第二に，少数派を見つけるためにこそ，大量の
データが役立つことがある点を挙げる。たとえば
医療分野においては，非常に稀な疾患を持つ人々
にどのような症状が生じるか，どのような治療
が効果をあげるかといった事項は，母数の大きな
データがあってはじめて判明することも少なく
ないという。本稿のテーマである個人の発信する
データについても，少数派層の個人生活における
問題発見・問題解決のために収集・分析すること
はもちろん可能であり，意義ある研究となろう。
註
 1） 平成27年度群馬大学地域貢献シンポジウム「誰
のための／何のためのビッグデータなのか？
　地域における医療・社会保証・産業・行政
の未来とその課題」2015 年 10 月 18 日，前橋
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Abstract
In this paper, we firstly defined “personal data” as information provided by individuals among 
data published on the Web, which has often been the target of recent researches, and then as 
the background of such frequent researches, we organized those previous researches from 
three standpoints: the quality of personal data, the meaning of the data being “not data collected 
according to research plans”, and the progress and prevalence of analysis tools. Secondly, to take 
a general view of researches that used personal data, we classified research papers that used data 
from social networking services that were published according to their research objectives. As a 
result, these researches were classified roughly into those related to utilization of personal data in 
economic activities including marketing, and those for system development or analysis methods 
using aggregated personal data for non-economic activities purposes etc., which used information 
obtained by personal data analysis. Accordingly, we examined advantages of and concerns about 
the use of personal data in advanced education of social informatics and proposed a class practice-
based usage. Moreover, we pointed out issues that could happen even when personal data are 
anonymized and individuals cannot be identified, and indicated ethical issues in researches and 
education involving personal data.
Key Words（キーワード）
Opened data（公開データ）, Personal Data（パーソナルデータ）, Privacy（プライバシー）, 
Anonymity（匿名化）, Research ethics（研究倫理）
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